






前のニュースレターで、女の子の思春期の話が

ありましたので、私は男の子の思春期について

お話をします。一般的には、第二次性徴期の始まりから

終わりまでを思春期と呼びますが、男子の第二次性徴が

現れるのは、年齢的には女子より2年ほど遅い11歳ごろ

からになります。まず陰嚢（いんのう）や精巣が大きくなり、

さらに陰茎（ペニス）の長さが増大し、それとともに陰部

に発毛がみられるようになります。精子の形成は11～

15歳ころより始まり、中学生のころには初めての射精（精

通）を経験します。また初期には、エストロゲン（女性ホル

モン）の影響が強く、女性化乳房がみられることがありま

す。乳にしこりができたと小児科を受診される男子がいま

すが、多くは正常発達で、経過を観察すると 1 年くらい

で消退していきます。また、だんだんと喉頭隆起（のどぼ

とけ）が目立つようになり、それとともに変声期を迎え声

が低くなります。 そしてそのころには、陰部以外のわき毛

やひげも目立つようになります。男子の成長は女子よりも

遅いので、小学5年生の平均身長は女子より低くなってい

ますが、中学生になると毎年5～10㎝も身長が伸びる子

もいて、多くの男子は高校生になっても成長が続きます。

しかしこれらの変化は個人差がとても大きいのでゆったり
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さん、自分の体について不思議に思ったことは
ありますか。

エコチルドクターK は医者になって25 年になりますが、
私たちそれぞれの体で、ひとつひとつの細胞が、いかに
絶妙に連携しあって、一つの個体としてのシステム、「命」
を維持しているかということに、いまだに感動を覚えます。

私たちは主に、「デンプン」「脂質」「タンパク質」が含ま
れたものを食べ物にしています。これらの栄養は大きすぎ
て、そのままの形では「吸収」することはできません。
食べ物を口から入れると、食べ物が「体の中」に入った
ような気がしますが、実際には、口から肛門までの長いト
ンネル（消化管と呼びます）に入っただけ・・ある意味
ここはまだ体の外なのです。消化管トンネルを通り抜ける
間に、体に必要な栄養分は、消化管トンネルの壁から体
の内側に取り込まれ血管やリンパ管の中に入れられます。
これを「吸収」と言います。
 食べた物を「吸収」するには、消化管トンネルの壁を通
り抜けられるくらい、食べ物を分解して小さくする必要が
あります。この「分解して吸収できる状態にする」ことを
消化といいます。
最初に食べ物を砕く役割をするのは歯です。そして、飲み

込まれた食べ物は胃でさらにすり潰さ
れます。でも、砕いたりすり潰したり
するだけでは、吸収するには、
まだ大きいのです。ここで、
「消化酵素」の出番です。

消化酵素は、化学反応をひき起こすことによって、食物を
分解して小さくします。
ひとつ、タンパク質を例に見ていきましょう。タンパク質は、
アミノ酸という物質がつながってできています（図1）。この、
アミノ酸どうしのつながりを切ると、タンパク質が小さくなっ
て吸収できるようになります。そして、アミノ酸どうしのつな
がりを切る化学反応をスタートさせるのが、消化酵素です
（図2）。タンパク質を分解する消化酵素は、ある特定の
アミノ酸にひっつきやすい形になっていて、この消化酵素
とアミノ酸が出会うと消化酵素がアミノ酸の間に入り込む
ので、アミノ酸どうしが切れて離れます。ここで大事なのは、
タンパク質を分解する消化酵素は、構造上、アミノ酸の
間にしか入り込めないということです。なので、タンパク
質を分解する酵素は、タンパク質しか分解することができ
ません。デンプンや脂質を分解するには、それぞれ別の
酵素が、デンプンや脂質の特定の部分に引っ付くことで、
デンプンや脂質を切って小さくしていきます。 

今回は消化酵素に焦点を当てましたが、たとえば、呼吸
をする、心臓を動かす、といった命を維持する活動は、
どれも細かく見ていくと純粋に、物質と物質の反応なの
です。 ただ、その反応が、なんて複雑に精密にコント
ロールされていることか！そして、なんて巧妙に他の
反応と連携し、毎日微妙に揺れながらも体全体としての
調和を保っていることか・・「命」を維持する精密さや
複雑さを思うと、ただ生きている、それだけでもう奇跡の
ような気がしてくるのです。

考えてみればスゴイことです。ご飯やハンバーグ、サラダ
は、一見、それが私たちの体になるなんて、とても思えない
ような形をしていますよね。それが口の中に入り、胃や腸
で消化・吸収されると、必要な量だけ必要な形に変えら
れて、必要な場所で、例えば筋肉になったり、赤血球になっ
たりするわけです。
私たちが何かを食べた時、体の中では、ご主人様（私たち、
体の持ち主ですね）も意識していないところで、様 な々化
学反応が起こっています。
ちょっと具体的に見てみましょう。

食べたもので、体はできている

食べたものを「消化」「吸収」する

消化酵素の働き
食べ物によって、必要な消化酵素が違うのはなぜ？

3月のオンラインイベントで（P5）、あるキッズが「食べ物
によって、必要な消化酵素が違うのはなぜ？」という質問
をしてくれました。とても面白い質問なので、ここでその
回答を共有しながら、「命」を維持するために私たちの体
が私たちの知らないところでどんなことをしているか、少し
ですが皆さんと一緒に見ていけたら・・と思います。

思春期の体の変化
～男の子編～

以 と見守ってあげてください。

ただ、二次性徴が早すぎる場合、男子は女子より注意を

する必要があります。9歳より前に精巣が発育、10歳まで

に陰毛発生、11歳より前にひげや声変わりを認めたとき

は、病気が隠れている可能性がありますので、小児科を

早めに受診してください。

私から最後に1つ。思春期の男子にとって性の問題は避

けて通ることはできません。例えば、子ども部屋で刺激的

な雑誌を見つけたり、アダルトサイトの視聴発覚なんて

ことも・・・。女性には理解できないかもしれませんが、思春

期の男子の性衝動は制御が難しく、時にお母さんを驚か

せたりするかもしれません。そういったサイトは作り物で

あり、現実の女性との違いを彼らが理解しているのかは

心配ですが、興味を持つのは成長の過程ととらえ、大らか

な気持ちで対応してあげるといいのではと・・・これは

男子の先輩としての思いです。

そして、男子にとって思春期の女子は方程式より難しい。

周りの大人は、普段の会話の中で、女の子の気持ちや

接し方など（相手を尊重し思いやること）を教えていただ

けたらと思います。
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みなさん、こんにちは。
私は2011年から木津川地区のスタッフとしてエコチル調査
に参加しています。同志社大学赤ちゃん学研究センターで
木津川地区の参加者さんの調査や健康相談を担当して
いますが、普段は小児科医として、隣接する学研都市病院で
地域の子どもたちの健康を守る仕事をしています。
調査開始から12年、早いもので、お母さんのお腹にいた
子どもたちが小学校高学年になり、調査に来てくれると
その成長ぶりに驚かされます。息の長い調査ですが、それを
可能にしているのはひとえに参加者の皆様のおかげであり
ます。これからもよろしくお願いします。
前回のニュースレターに続き、思春期の話題で、今回は男の子
の体についてお話しします。
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